
琉球大学学術リポジトリ

介護等体験の実践に関する研究(第1報)－琉球大学に
おける実践の現状－

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-07-12

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田中, 敦士, 片岡, 淳, Tanaka, Atsushi, Kataoka,

Jun

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/869URL



介護等体験の実践に関する研究（第１報）

－琉球大学における実践の現状一
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PracticeoftheExperienceofCarefbrE1derlyand/brPerson

withDisability（thelstreport）
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JunKataoka*＊AtsushiTanak2＊

Ｉ介護等体験とは め」である。言い換えれば、介護等体験を通して、

高齢者や様々な障害のある人達と触れ合う中で、

各人の価値観の違いを認められる心を持った人、

どんな障害のある人でも、共に生きる仲間として、

その存在を認めて理解できる人、人の心の痛みが

分かる思いやりを持った人づくり、教員づくりを

目的としていると言えるだろう。

「今後の特別支援教育の在り方について（最終

答申)」の提言によって、障害のある多くの児童

生徒が普通学級で学べるようになってきているこ

とを考えると、「障害」に対する認識や理解を深

め、「障害」に捉われず、児童生徒の個性を尊重

できる教員づくりの可能性をも秘めた介護等体験

の意義は大きいと考えられる。

介護等体験とは、1997年６月に成立した「小

学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教

育教職員免許法の特例等に関する法律」（平成９

年６月18日法律第90号）いわゆる「介護等体験

特例法」により、これから小学校・中学校教諭の

普通免許状を取得しようとする者の必要要件とし

て（高等学校免許状のみの取得には、原則として

必要ない)、文部省（現在の文部科学省）によっ

て義務付けられたものである。これにより、１９９８

年４月１日に大学・短期大学の教員養成機関に入

学した１年生から、小学校・中学校教諭の普通免

許状を取得しようとする場合、特殊教育諸学校や

社会福祉施設などにおいて、原則として７日間

(特殊教育諸学校２日間、社会福祉施設５日間と

することが望ましい）の「介護等体験」を行い、

施設や学校が発行する体験に関する証明書を免許

状授与申請の際提出することが必要となった。

この法律の趣旨は、介護等体験特例法第１条で

｢義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社会

連帯の理念に関する認識を深めることの重要性に

かんがみ、教員としての資質の向上を図り、義務

教育の一層の充実を図る観点から、小学校又は中

学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする

者に、障害者、高齢者に対する介護、介助、これ

らの者との交流の体験を行わせる措置を識ずるた

１介護等体験特例法制定の背景

「介護等体験」が義務づけられた背景には、急

速に進むわが国の少子・高齢化社会の問題がある。

人口構成の割合から見ると、６５歳以上の総人口

は1950（昭和25）年には4.9％であったのに対し、

1993（平成５）年には1690万人で13.5％を占め、

2000（平成12）年には2170万人で17.2％となり、

2050（平成62）年には3245万人で３２．３％になる

ことが推測される（『社会福祉の基本体系第３

版』より)。

こうした社会の変化に対応していくため、子ど

もたちに「生きる力」を育んでいくことを教育の

、琉球大学教育学部障害児教育教室

軍.琉球大学教育学部島襖文化教室
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基本とする学校教育の転換が求められている。

｢２１世紀を展望したわが国の教育のあり方につい

て（中央教育審議会第１次答申)」（1996年７月）

の中で、「生命を大切にし、人権を尊重する心な

どの基本的な倫理観や、他人を思いやる心や優し

さ、相手の立場になって考えたり、共感すること

のできる温かい心、ボランティアなど社会貢献の

精神」が、子どもたちに「生きる力」を育むため

のひとつの方法として示されている。当然、子ど

もたちに直接接し、指導する教員には「生きる力」

を育む学校教育を展開するための豊かな人間性が

要求される。

この点に関しては、「新たな時代に向けた教員

養成の改善方策について（教育教職要請審議会第

１次答申)」（1997年７月）においても同様のこと

が記されていて、「教員が、公共の精神や道徳性

を酒義しつつ子どもたちの豊かな人間性を育てる

任に当たることにかんがみれば、教員を志願する

者自身に思いやりの心やボランティア精神を適切

に身につけることが極めて大切である」とある。

つまり、教員自身にも「生きる力」が求められて

いるのである。そのためのひとつとして、小学校・

中学校教諭を目指す人に対して、直接高齢者や障

害児・者と接する「介護等体験」が義務づけられ

たのである。そして、自らの体験をもとにして、

実際の学校教育現場に活かし、生き生きとした学

校づくりを行っていくことが、これからの教員に

期待されている。

を学ぶ貴重な機会が得られるもの」とある。

では、実際に特殊教育諸学校や社会福祉施設な

ど双方における介護等体験を行うことによって、

学生にとって具体的にはどのような意義を持つも

のであるのだろうか。

（１）特殊教育諸学校での介護等体験の意義

体験の場を提供する全国の盲・聾・養護学校等

の全国特殊学校長会が編集した『盲・聾・養護学

校における介護等体験ガイドブック・フィリアー

豊かでかけがえのない体験を得るために』におい

て、特殊教育諸学校における介護等体験の意義に

ついて、表lのように記されている。

表１全国特殊学校長会による介護等体験の意義

百・聾・養護学校における介護等体験は、これから教員として活晒
しようとしているみなさんが、障害のある児蛍生徒が学ぶ学校で、介
謹・介助交流等の体験を自らの体験としてもつとともに、この体験を
一人一人の教育活動に活かすことを願って行われるものです。
介睡等体験特例法の制定趣旨にもあるように、介艘導体験は「個人

の尊厳と社会迎帯の理念」を深めることを目指して行っています。み
なさんの介護等体験が障害のある児童生徒の理ﾉﾘｷﾞに役立つとともに、
お互いの違いを認め合い、尊重し、共に生きるという理念を深めるこ
とを期待しています。

また、末澤・佐野・寄田（2000）は、「特殊教

育諸学校での介護等体験は、単に介護やボランティ

アの経験をするだけではなく、将来も教育実習や

教職に就いた時に求められる幅広い豊かな教育実

践観を学ぶ機会として実施されている。それゆえ

に、学生たちも、養護学校での教育活動や教師の

指導のあり方について多くのことを学び、とりわ

け、これまで抱いていた養護学校観や障害児教育

観を大きく転換するきっかけになったとするもの

が多い」と述べている。建川・立入・阿部ら（2

001）は、体験学生の所感分より「初め学生は、

障害をもった人に対する先入観や偏見で少なから

ず自分自身の中にネガティブな障害児像を勝手に

作りあげているが、介護等体験で実際に触れ合う

中で、自分の作りあげた障害児像とのギャップに

気付き、障害児への正しい理解への方向転換をし

ている」と述べ、介護等体験が学生にとって有意

義な体験となっていると感じている。これらの先

行研究からも分かるように、特殊教育諸学校での

体験は、これまでの障害児に対する偏見や差別的

な先入観を変えるよいきっかけとなっていること

２介護等体験の意義

介護等体験を行う意義は、介護等体験特例法第

１条の前半部分にあたる「義務教育に従事する教

員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識

を深めることの重要性にかんがみ、教員としての

資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を図る

観点から」と考えられる。また、「２１世紀を展望

したわが国の教育のあり方について（中央教育審

議会第１次答申)」（1996年７月）の中で、「介護等

体験の福祉体験やボランティア体験などは、共感

的な人間関係を形成し、それを円滑に維持するこ

とを学ぶ上で高い効果が期待できる。通常の友人

関係とは異なった環境に身を置き、様々な状況に

ある人々とふれあうことにより、人間関係の本質

－２－
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}ま間違いないだろう。

「今後の特別支援教育の在り方について（最終

答申)」により、通常学級に6.3％の特別支援教育

を必要とする子どもがいるということが明らかと

なった。さらに、今後全ての小・中学校に特別支

援教室（学級）の設置が予定され、全ての教員が

障害児の指導を担当する可能性がある。このよう

な時代の流れの中で、これからの教員には、障害

のある児童生徒に対する正しい理解や肯定的に受

容する態度等に関する資質が求められる。しかし、

現在、普通学校の教諭免許状を取得する者に対し

て障害児教育に関する講義の単位は義務化されて

いない。そのため、障害児教育専攻あるいは自主

的に障害児教育に関する講義を受講しない限り、

これらの児童生徒と触れ合う機会や障害児教育に

ついて学ぶ機会はほとんどなく、多くの人が障害

のある人に対してネガティブなイメージを持った

まま、また、障害児教育に関してほとんど皆無の

状態で教員に就くことになる。このような現状の

もとで、特殊教育諸学校での介護等体験は２日間

という短い期間ではあるが、特殊教育諸学校での

授業の在り方、方法などを知ること、障害のある

児童生徒に触れ合う経験を持ち、障害に対する正

しい理解を持つきっかけとなる大変重要な役割の

ある体験活動と言える。

また、現在の小学校や中学校の教育現場では、

平成14年度より新たに取り入れられた「総合的

な学習の時間」によって積極的にボランティア活

動などの社会体験に取り組んだり、中学校での職

場体験など、多くの学習場面において社会福祉施

設と関わる機会が多くなってきている。学習指導

要領の中でも「小学校間や幼稚園、中学校、盲学

校、聾学校及び養護学校などとの連携や交流を図

るとともに、障害のある児童生徒や高齢者などと

の交流の機会を設けること」と積極的な関わり合

いが明記されている。

さらに、障害のある児童生徒にとって、社会福

祉施設というのは、学校教育卒業後の主な就職先

となっている。平成17年度までに義務付けられ

た「個別の教育支援計画」を策定する上で、社会

福祉施設等との連携を図ることは必須になってく

るだろう。社会福祉施設等とよりよい関係を築い

ていくためにも、教員には、社会福祉施設等の実

情や仕事の内容等を理解することが求められるだ

ろう。

こういった流れの中で、教員自身が実際に社会

福祉施設での体験経験を持ち、「生きた知識」を

身につけているということは、それらの学習機会

を積極的に設けること、また、社会福祉施設等と

の連携のベースづくりを可能にすることにつながっ

ていくと考えられる。

このように、社会福祉施設での介護等体験もま

た大きな意味を持っているのである。

（２）社会福祉施設での介護等体験の意義

教員を志願する者に対して、介護等体験の場が

学校教育現場である特殊教育諸学校だけではなく、

社会福祉施設においても行うことを設けたのは何

故であろうか。体験学生の中には、「将来教師に

なるのであって社会福祉施設で働くわけでもない

のに、どうして社会福祉施設での体験が教員にとっ

て必要なものなのか分からない」と考える人は少

なくない。一体、教員を目指す人が社会福祉施設

で体験することの意義は何であるのだろうか。

笠原・大野（2000）は、「社会福祉施設での体

験は、たとえ直接福祉の職につかなくとも、－人

の人間として福祉や障害.老いについて関心を持

ち、理解を深めるとともに、教職に就いた時子ど

もたちに思いやりを伝えていってほしいという願

いが込められている」とその意義について述べて

いる。

３介護等体験の内容

介護等体験の内容は、介護等体験法第1条にお

いて「障害者、高齢者に対する介護、介助、これ

らの者との交流の体験」と記されているのみで、

その内容は具体的には明記されておらず、各受け

入れ学校及び施設によって独自に考えられた異な

る内容となっている。表２は、これまでのいくつ

表２実際に行われている介護等体験の内容

－３－

社会福祉施設 特研ﾋﾞ教育諸学校

･話し相手

･食事介助
･作業介助
･散歩の付き添い
・レクリエーション活動の参加
･乳幼児・児童の保育・指導
･施設の清掃・洗添

など

･一般授業での学習支援

･作業学習の支援
･移動介助
･身辺介助
･教材・教具づくりの手伝い
･運動会などの行事蝋術補佐
･草刈りなどの環境整伽

など
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力､の先行研究をもとに、実際に行われている介護

等体験の内容の一部を示したものである。

表２でも分かるように、介護等体験の内容は、

話し相手や移動介助、レクレーション活動の参加

など直接高齢者や障害児・者と関わる活動から、

清掃や洗濯、環境整備といった直接接するわけで

はない活動と幅広い体験が行われていることが分

かる。これらの体験活動は、各受け入れ学校及び

施設によって独自に決められるため、多くの時間

を障害児・者や高齢者と接する機会が持てる学生

と、逆に、清掃や洗濯、環境整備などの活動が多

く障害児・者や高齢者と交流機会が少ない学生も

いる、というように接触機会において差が見られ

る。接触する機会が少ない学生の多くは、介護等

体験の満足度が低く、その意義が認められないケー

スがある。熊谷・中山・小林ら（1999）による

調査において、「90％以上の学生がこの体験を有

意義であったと評価している一方で、障害児と直

接接することのできなかった学生は不満を持った」

ということが明らかとなった。直接対象者と接す

ることのない活動も現場においては重要な仕事の

ひとつである。また、受け入れ学校及び施設にとっ

ても、日頃は忙しさのあまり充分にできない面を

補ってもらうことができるといった意味のある重

要な体験活動である。しかし、「介護等体験」の

目的を達成するためには、できる限り多く、対象

者と接する機会が持てる活動内容であることが望

ましいと言えるだろう。

表３受け入れ施設である社会福祉施設の種類

第２条特例法第２条第１項の文部科学省が定める魔故I土、次のとおりとする。
－児童福祉法（昭和二十二年法律第164号）に規定する乳児院…母子生活通園

施放、児童養護施放、知的障害児施股、知的障害児通園施設、直ろうあ児施
設肢体不自由児施餓、ｎt癖心身障害児施般、怖紺障害児短期治療施狛没が児

童自立支援塘脚

二身体障害者柵祉法（昭和二十四年法律節283号）に規定する身体障害者史生

施設、身体障害者療獲施設及び身体障害者授賑歳設
三粉神保健及び桁神障害者描祉に閲する法揮（昭和二十五年法律第123号）に
規定する周り神障害者生活lRiI陳施設、ＷＩ仲陣害者授雍歯股及び粕仲陣害者福祉
工場

四生活保襖法（昭和二十五年法律節144号）に規定する救護胞扱、更生施設及

びＩＨＩ廠撞股

五社会楓祉法（昭和二十六年法祢節45号）に規定する授産臓設

六知的障害者栖祉法（昭和三十五年法祁飾37号）に規定する知的蕪害者更生
施設及び知的障害者授産施設

七老人福祉法（昭和三十八年法祁飾13313F）に規定する老人ディサーピスセン

ター、老人短期入所施設、養護老人ホーム及び特別養護老人ホーム

人心身障害者柧祉協会法（昭和四＋五年法祁第44号）第17条第１頓第１号に規
定する柵朴施設

几老人保健法（昭fIlJZ-I-七年法律第80号）にM1定する老人保健施股
十前９号に掲げる施設に卸上ずる施彼として文部科学大臣が認める施設

となっている。

５介護等体験における事前指導

介護等体験をスムーズに行うためにも、また、

受け入れ学校及び施設等の職員や利用者、児童熊

徒に迷惑をかけないためにも、学生は予め介護等

体験に関して十分な事前学習をする必要がある。

三輪（2001）の報告の中で、「介護等体験の事

前準備の状況は、重複回答を含め、大学での事前

指導71.4％、大学のガイドブックの独修59.7％、

体験先の資料の独修45.1％、市販の関係図書の独

修6.3％、友人からの体験の聴取33.5％、準備な

し4.3％であった」というように、学生の事前学

習に果たす大学の役割が大きいことが明らかとなっ

た。

沖縄県においては、「介護等の体験受入調整事

務手続き要領」（社会福祉法人沖縄県社会福祉協

議会）の中で、「介護等体験に関わるオリエンテー

ションを、大学等の責任において実施する」と記

されていて、学生に対するオリエンテーション等

の指導が大学等の主な業務のひとつとして挙げら

れている。

介護等体験の内容と同様に、事前指導の内容に

おいても具体的には明記されておらず、全国の大

学において各大学の創意工夫によって事前指導が

行われている。表４及び表５は、近畿大学と東京

音楽大学において行われている事前指導の内容で

ある。

前出の表からも分かるように、事前指導の時間、

内容は各大学によって異なることが分かる。十分

４介護等体験の場

文部科学省が定める介護等体験の場は、大きく

分けて学校と施設の2種類に分けることができる。

ここでいう学校とは、盲・聾・養護学校の特殊教

育諸学校を指し、小学校や中学校に見られる「特

殊学級」や「保育所」は該当しない。また、もう

ひとつの体験場である社会福祉施設については、

｢小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係

る教育教職員免許法の特例等に関する法律施行規

則」（平成９年11月18日文部省令第40号）の第２

条において示されている。その内容が表３である。

これらの施設は多種多様であるため、体験学生

の希望（必ずしも希望が通るというわけではない

が）によって、体験先を決めることができること
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表４近畿大学における事前指導 センスを講義に織り込める場合は実行して、より

合理的、効率的なあり方を考えていくことが必要

である」とそのあり方について指摘している。

現在の事前指導の多くは、介護等体験の実施手

続きの説明や諸注意に時間を費やしているのが現

状である。また、半年間にわたる通常の講義と違っ

て時間が限れているため、講義形式は、介護等体

験指導教員が説明して、学生はそれを聞くという

受身的な形式となっているものが多い。介渡等体

験をより充実し、スムーズに行うためにも、学生

自身が実際に介護・介助の仕方を体験する機会を

設けたり、障害児教育や福祉教育について討論す

ることによって理解を深めたりするような事前指

導が必要となってくるだろう。

事前指導は、各大学の創意工夫によって構成さ

れるもの、また、介護等体験を受ける学生によっ

て求めるあり方も違うものだから、毎年、事前指

導を行った後、学生に対して事前指導の充実度、

内容の適正度、必要な内容等を調査し、そのあり

方について検討し続けていくことが、各大学にお

いて求められることであると言えるだろう。

．２回

〔内容］
・突施に際しての諸注意
・体験するものとしての「避本的な心構え」
・体験種別ごとの体験内容
＊iH接的な介磯等体験における事前指導のほかに、別の榊鍵にお
いて、介畿等体験に関する事前指導の内容を含むものがある。

戸井田（2002〕より引用

表５ 東京音楽大学における事前指導

『介護神体験ガイダンス』
･年間７～８回予定
[内容〕

･年間ガイダンスの計画
･介護惇体験の趣旨（意義・目的）
･介換竿体験制度の内容
･養誕学校と児繭・生徒の概要
･社会編祉施殴と利用者の概要．

･介iilliの現場からみた介護蝉体験実施上の翻意点について
･介露坤体験実施学生の体験談の発我
･介護・介助の遮礎知織と方法の説明（ビデオ上映と調義）
･障害児擬似体験と実習（車椅子の操作、衣緬狩脱の補助）
･ガイダンス実施内容の総まとめ
･その他

縢IＨ（2001）より引用

な事前指導が行われている大学もあれば、そうで

ない大学もあると言えるだろう。

武蔵・高畑・若山ら（2001）によると、「限ら

れた時間内で行わなくてはならないオリエンテー

ション自体はプラスに評価しているが、介謹等体

験として学生を受け入れるには十分でないという

意見として捉えることができる」と各大学におい

て行われる事前指導に対する受け入れ学校及び施

設の評価は低いと言え、その充実を強く要求して

いる。また、高畑・若山・平野ら（2000）の調

査において、「大学でのオリエンテーションに対

して約３割の学生が十分でなかった」ということ

から、学生自身もまた事前指導の充実を要求して

いることが言える。

いくつかの先行研究においても同様の指摘がな

されていて、そのあり方について検討されている。

笠原・大野・安藤ら（1999）は、「就学啓発ビデ

オ等の視聴覚教材を活用したり、模擬的な介護・

介助活動を行ったりする内容を加えるなどして事

前指導を充実し、障害児教育や障害児との接した

方についての理解を深めることが必要である」と

述べている。正田・石橋（2001）もまた、「介護

等体験で学生に強い印象を及ぼしたと思われるエッ

Ⅱ琉球大学での介護等体験の取り組み

１目的と意義

，本大学での介護等体験の目的は、介護等体験オ

リエンテーション時に配布される『介護等体験の

手引き」によると、「これからの高齢化・少子化

の時代に、高齢者や障害者に対する介護の体験を

有する教員が、その体験を教育現場で活かしてい

くことが強く期待されています。学生諸君が本制

度の趣旨をよく理解し、積極的かつ効果的に介護

等体験を実施すること」となっている。おおむね

他大学と同じような目的を持って取り組まれてい

ると言える。

比嘉（2001）の報告から、「介護等体験に参加

して、普段できないことが体験できた、価値観が

変わったなどの理由から、約9割以上の体験学生

が介護等体験に参加してよかったと感じている」

と述べている。さらに、「介護等体験の有する学

生の方が、高齢者に対するイメージにおいて、プ

ラスイメージを持っている」と述べており、介護
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等体験は、本学生にとって意義ある体験となって

いるということが言えるだろう。

また、同様のことは、「介護等体験実施報告書

(琉球大学教育学部教育実習委員会介護等体験実

習部会、2003)」からも読み取ることができる。

表６～８は、学生が介護等体験後に書くレポート

から、介護等体験に参加して得たもの.感じたも

のについて書かれている部分を抜きだしたもので

ある。

多くの被験者が義務感を感じていたことは問題と

いえる。被験者が介護等体験の意義・目的を理解

していないことが原因といえよう」とある。介護

等体験がよりよいものとなっていくためにもこの

点は早急に改善する必要があるだろう。

２事前指導

平成１６年度の介護等体験の事前指導は、通常

の半年間の講義と違って限られた時間内で行われ

ており、事前指導として行われているオリエンテー

ションは、全体で行われる学部オリエンテーショ

ンと専修・コース別で行われる専修別オリエンテー

ションの２部構成となっている。以下具体的に述

べることとする。

表６ある知的障害者授産施設体験者の感想

障害は個性であると誰かが言うのを聞いて、納得できずにいた過去の
自分がうそのように、私は、この実習を通して新しい意繊を持ち始めま
した。誰にでもできないこと、不榔意なことはあるし、その郁分をただ

援助することで、「できる」ことの幅は広がっていくのだと改めて感じ
ました。

（１）学部オリエンテーション

学部オリエンテーションで行われた事前指導の

内容は以下の表９の通りである。

表７ある老人保健施設体験者の感想

５日間の介護実習を通して６本当に多くのことを学び得ることが出来
たと思います。初めは将来自分が教師になったときに総合的な学習の時
間の為などにこの実習が必要になってくるのかと思っていましたが、実
習を終えた今振り返ってみると、目上の人との接し方、尊敬の気持ち、
介議のあり方、など今の自分自身の為になることを多く学んだ気がしま
す。今回の介護体験は私に多くのことを与え、同時に今まで考えなかつ 表９学部オリエンテーションの内容

０１回目：約３時閲
〔内容〕
・介護尊体験の嚇務手続き等の説明
・注意取項
・社会福祉施設について

・障害についての基礎的知識（障害の区分、障害についての考え方など）

０２回目：約４時IIll
〔内容］
・てんかんについて

・社会福祉施設職員による講演・ビデオ上映（主に痴呆について）
・車椅子介助の仕方（実習）

表８ある養護学校体験者の感想

ちに接するという経験が少なかったので、多くのことを今回気づかされ
ました。障客を持った子どもたちも障害を持っている以外は健常者の子
どもと同じということです。これは今までもわかってはいたのですが、
今回障害をもった子どもたちと一緒に過ごしたことで本当に実感に伴っ

平成１５年度本学介護等体験実施報告香より

前出の表からも分かるように、介護等体験によっ

て、学生は様々なことを感じ、学び、そして多く

のことを得ている。

しかし、体験前「何で教員にとって介護等体験

が必要なのか分からない｣、「介護等体験は教員免

許状取得のためにやっている」というように、義

務感だけで介護等体験に参加している学生が少な

くない。本大学の目的において、「学生諸君が本

制度の趣旨をよく理解し～」と述べているが、実

際、学生自身にはその趣旨が正確には伝わってい

ないのが現状である。この点に関して、柴山・富

田（2002）の報告の中でも同様のことが指摘さ

れていて、「参加意欲がなかった理由として被験

者は義務感を理由にあげており、義務感が参加意

欲低下の要因であることが示唆されることから、

学部オリエンテーションは、計7時間という限

られた時間内で行われていて、そのほとんどを介

護等体験の事務手続きや注意事項等の説明に時間

が費やされているのが現状である。初めて障害児・

者と触れあう者や社会福祉施設での体験経験がな

い者にとって十分な内容とは言い難い。また、介

護等体験が義務化された背景やその目的・意義に

ついて、「介護等体験の手引き」に書かれたもの

のみの説明に留まっており、学生自身がその意義

について考えたり、理解するまでには至っていな

い。そのため、事前学習時の介護等体験への参加

意欲は低いものと推測される。実際に体験を行う

際に意欲を持って参加できるような意識向上を図

るための事前指導となるよう、そのあり方につい

て今後も継続的に検討する必要があるだろう。
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（２）専修別オリエンテーション

）専修別オリエンテーションについて、「介護等

体験の手引き」によると、「専修別に設定された

日時に、教育実習委員あるいは1年次指導教員を

中心に施設訪問時の留意事項等について、介護等

体験の手引きに基づいて、十分確認する」と記さ

れている。専修別オリエンテーションの内容は具

体的に明記されておらず、各専修・コースによっ

て、異なる内容、時間となっている。介護等体験

に対しての各専修・コースの指導教員の捉え方が

異なるため、介護等体験に対して意欲的に取り組

んでいる専修・コースとそうでない所と事前指導

の内容に差が見られる。そのため、中には事前指

導が全く行われなかったという専修・コースもあ

るようである。このことから、介護等体験が意義

あるものになるためには、各指導教員の介護等体

験に対する意識向上を図ることも必要である。専

修別オリエンテーション内容についても具体的に

示し、少しでも十分な事前指導が行われる体制づ

くりをすることが課題であると言える。

これより受け入れ学校では、聾学校及び病弱養

護（2000年度のみ受け入れ）を除く全ての特殊

教育諸学校において体験を受け入れている。受け

入れ施設では、毎年、老人福祉施設での体験が多

く、次いで知的障害児・者施設となっている。社

会福祉施設での体験先は老人福祉施設が主となっ

ているが、多くの種別の施設において体験が可能

であることが分かる。

また、介護等体験専修・コース別終了者数は表

12の通りである。2000年度と2001年度を除いて、

体験学生が無事に両体験場において、介護等体験

を終えることができたことが分かる。生涯教育課

程は、教員免許状取得は卒業要件とはなっていな

いが、年々介護等体験に参加する生涯教育課程の

学生は増えてきている。

表１２介護等体験専修・コース別終了者数
】99年度2000年腰2001年歴2002年j廷2003年四

社会科敬育専修
数学5k育専IDF
理科敬育専修

音楽教育専修
美術敬育専悠
保健体育専修
技術敦而専修
家政敬育専修
英語教育専修
敬育学専修
学校心理学専修
児童教育廓は
日本贈敏育コース
情鯏敬育コース

生涯健康教向コース
舟唄文化收宵コース
教育ｶｸ淀ﾘﾝｸﾞコース

自然環境教育コース

６
４
５
０
０
１
０
１
８
９
０
９
３
５
７
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

１

８
８
８
６
６
６
６
７
５
７
６
６
８
０
０
３
６
８

１
１
１
Ｉ

６
４
５
０
０
１
０
１
８
９
０
９
３
５
７
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

１

８
８
８
６
６
６
６
７
５
７
６
６
９
０
０
３
７
８

１
１
１
１

８
８
９
６
６
５
５
６
６
６
６
７
２
３
７
３
９
８

１
１

８
８
０
７
６
５
５
６
６
６
６
７
２
３
７
３
９
８

１
１

１

９
８
０
７
６
４
５
７
６
５
７
６
９
２
１
４
７
７

１
１
１
１

９
８
０
７
６
４
５
７
６
５
７
６
９
２
１
４
７
７

１
１
１
１

９
８
９
７
６
６
８
７
７
６
７
７
３
４
０
７
９
９

１
１
１

９
８
９
７
６
６
８
７
７
６
７
７
３
４
０
７
９
９

１
１
１

ａこれまでの受け入れ及び体験状況

介護等体験特例法は、1998年４月１日に大学

等へ入学した者から適用される。琉球大学では、

1998年度に入学した学生が2年次になる1999年度

から実施され、この施行から早くも８年目となっ

た。

２００３（平成16）年度までの受け入れ学校及び

施設の状況は表10,11の通りである。

162１６２１５５１５３１⑩１４２１４８１４８１６３１６３

Ⅲおわりに

表１０特殊教育諸学校の受け入れ学校数の状況 介護等体験特例法の制定により、本大学では、

1998年度に入学した学生が2年次になる1999年度

から介護等体験が実施され、この施行から平成

18年度で早くも８年目となった。平成16年度に

琉球大学教育研究重点化経費によるプロジェクト

を立ち上げ、実態調査を実施することとなった。

実態調査の結果については、第２，３報にて報告

する。本稿は、平成16年度時点でのそれまでの

現状を取りまとめたものである。本プロジェクト

の実施は教育学部の田中敦士と片岡淳が担当した。

また、資料整理や分析等には平成18年３月卒業生

の比嘉佐和子（現北谷小学校）に協力頂いた。

９９９母己ｌｒ２００Ｄｆ程唖２００１年l転２００２年Jr201］

知的障害養護
肢体不自由養護
病弱養謹
高等養護

０
２

０
２
０

２
０
０

２
０

２
０

計 ３４３４５

表１１社会福祉施設の受け入れ施設数の状況

老人福祉施設＊

身体障害児・者施般
知的障害児・者施設
身体・知的障害者施設

０
５

４
９
２

２
５

９

７
０

のｆ ２３３３２
可 2３３６３３４０３５

＊老人保樋施設も含む
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本プロジェクトにご協力頂いた先生方および調査

に回答下さいました皆様方に深く感謝申し上げま

す。
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